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竣工から33年。1号館は当初より生産工の管理・運営および教

育にかかわる諸業務全般の遂行の事務局として使用されています。

この間、事務の管理体制もコンピューターの導入、通信インフラ

の整備等と、社会変化に対応した設備の拡充が図られてきました。

庶務課、教務課、会計課、学生課、管財課、会議室等の多岐にわ

たる各種事務処理をはじめ、学部運営の中核を担って、これから

も実務とサービスの両面から生産工を支える砦です。

　概　要
名　　称：日本大学生産工学部津田沼校舎 1号館
階　　数：地下1階付4階建
建築面積：3,221.08m2
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新学部長就任のあいさつ
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　現在、大学を取り巻く環境は、極めて厳しい

状況であります。少子化による大学全入時代を

迎えるとともに、長引く経済不況は受験生の減

少傾向と学業の継続を断念せざるを得ない学生

の増加傾向に拍車をかけていると思われます。

　このような中で、生産工学部は「魅力ある大

学づくり」をさらに推進し、日本大学のスケー

ルメリットや総合力を礎として「生産工学部らし

さ」を創生する更なる改革を教職員一体となり

協力し、適切に実践していく所存です。

　石井前学部長が課題として挙げられた「教育

力」「研究力」「就職力」「経営革新力」「財務力」

の五つの力を縦糸に、「魅力ある大学づくり」・ 

「生産工学部らしさ」を紡ぎ出す、更なる改革

の四本の柱（「学生の目線に立った大学環境づ

くり」「特徴を持つ大学環境づくり」「開かれた

大学環境づくり」「地域と連携した大学環境づ

くり」）を横糸にし、学部運営を進めていきたい

と考えています。

－四本の柱－
第一の柱、「学生の目線に立った大学環境づく

り」として、適切な教育メニューを用意し、学

力の向上を図り、卒業する学生達の質を社会に

保証できるように実践するとともに、教育、物

づくりプロジェクト、自立、社会への順応及び

経済面での「学生への支援」の更なる充実を目

指しております。特に本年度より「ピアサポート

システム」を実施し、教職員の助成を基に、上

級生が 1 年生に学生生活全般にわたりサポート

を行っています。また、キャンパス内で学生が

行えるような仕事 （キャンパスジョブ）を創出し、

キャンパスでの体験を広げ、深めることを意図

しております。

第二の柱、「特徴を持つ大学環境づくり」として、

学科・コース、カリキュラムの特徴を明確化す

ると共に、横断的な学科・専攻間の共同研究・

大学院教育の促進を行い、他大学に無いより質

の高い内容を持たせる所存です。

第三の柱、「開かれた大学環境づくり」として、

産官学連携共同研究の促進、生産工学科目の

更なる充実、そしてサークル活動等の広報と顕

彰を考えております。

第四の柱、「地域と連携した大学環境づくり」

として、現在自治体と連携した「環境大学」の

更なる拡充、地域居住者や高校生・大学生を

対象とした行事の充実、新工房棟ギャラリー、

図書館等のキャンパス開放を含めた地域居住

者、大久保商店街との交流を更に深めることを

考えています。

以上、魅力ある生産工学部らしさを紡ぎ出すた

めに、更なるご理解とご協力を賜わりますよう、

心よりお願い申し上げます。



広く社会に求められる“骨太の学生を育てる”との思いから、学生一人ひとりと向き合い、学
生の目線に立ち、さまざまな改革をはじめ指導や活動に積極的に取り組み、実践してこられ
た石井前学部長（現 日本大学常任監事） 。このたび５年の任期を経て、４月に松井新学部
長にバトンタッチされました。通り過ぎてみると意外と長いようで短かった…と語る石井常任
監事、継続すべきところはしっかり継続し、新たな改革や活動を試みていく…と語る松井新学
部長。今回はこのお二人によるスペシャル対談として、これまでそしてこれからの取り組み、
魅力ある大学、魅力ある生産工学部の可能性など、熱き思いを語っていただきました。

特集　学部長バトンタッチ対談

「長いようで短かった５年の任期」
「引き続くべきは持続させ、新たな試みも」
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他大学には無い特色を、どうすれば
発揮できるかに注力。

松井新学部長（以下、松井）：このた
びは長い間、学部長という重責を努め
てこられまして、ほんとうにお疲れさま
でございました。私も、これからその
重責を石井先生をお手本に負けないよ
う務め上げなければと思っている次第
です。
　先生はこの５年間、どんな思いで取
り組んでこられたのでしょうか。
石井常任監事（以下、石井）：まず思
うのは、振り返ってみますとあっという
間に時間が過ぎた感がありますね。
　就任当時は５つのテーマを掲げ、学
部発展のため頑張らねばと思っていま
した。１つは「高度情報化社会との向
き合い」、２つ目は「少子高齢化との向
き合い」、３つ目は「地域社会との向き
合い」、４つ目は「地球温暖化対策との
向き合い」、そして５番目が「学生一人
ひとりと向き合う」。こうしたテーマに
基づき、私なりに尽力してきたつもりで

す。
松井：先生が取り組まれてきましたこう
した実績は生産工学部全体に浸透し、
いま他大学には無い特色として表れて
いますね。
石井：高度情報化社会を迎え、「もの
づくり」はより専門化さらに細分化され
てきました。現在、製品を見ても、よ
り軽量化・小型化、機能性といったこ
との要求が高まりを見せています。
　つまり産業界においては、生産性の
向上はもとよりいかに品質向上を目指し
た製品を開発、提供できるかが、大き
なポイントになってきています。そのた
めの技術力を持った人材、しかも安全
性を含めて理解し、生産システムを構
築できる管理技術能力を備えた人材が
不可欠となっています。ですから、こう
した人材の育成に力を注いできました。

アイデンティティーの確立が、次代
の人材の輩出につながっていく。

松井：生産工学部は、わが国の基幹
産業を支える工学領域を学ぶ学部。そ

の基礎となる教育力や研究力の向上に
多大な貢献をなさってきたことは、私も
教授時代から肌で感じておりました。
石井：また少子高齢化の時代というこ
とを踏まえ、いかに魅力ある学部とし
て受け入れてもらえるかを問題としてと
らえ、学部体制の整備、充実化に励ん
できました。さらには地域社会と大学
はどうかかわっていくか、つまりコミニュ
ケーションをいかに図っていくかなど、
大学として生産工学部としてのアイデ
ンティティーの確立を目指してきた
つもりです。
松井：明治時代以降、日本は“これ
からは工業立国だ！”と叫ばれ、各
大学に工学部ができてきました。現
在はどうかといえば“生産技術立国”
と言えます。世界各国でその技術にし
のぎを削っている現状を見ても、まさ
に生産技術創生の時代に突入したと言
えるのではないでしょうか。
　日本大学に生産工学部が設立された
のは昭和 27 年。約 60 年前に設立さ
れたわけで、日本はこれからは工学に
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加え生産工学が必ず必要とされてくる
という予見があった。いうなれば“先
見の明があった”ということですね。
石井：そうなんです。そうした先見性が
あったからこそ、社会の中で活躍して
いる人材を数多く輩出できる現在の生
産工学部があると言えますね。

活躍の舞台は世界中にあり、“ものづ
くりの楽しさ”を味わってほしい。

松井：石井先生はまた、昨年、新学科
として「環境安全工学科」と「創生デ
ザイン学科」を創設されました。そこ
には、どんなお考えや目的があったの
でしょうか。
石井：いま地球の温暖化対策とともに、
産業構造の変化や持続可能な社会へ
の関心は、年々高まりを見せています。
２１世紀にふさわしい環境やものづくり
は今後どうあるべきか、どうリードして

いくべきか。時代の要請ともいえるこう
した問題に取り組み、よりパワーと能
力を兼ね備えた人材の育成を目的に創
設しました。
松井：環境保全と生活における安全性
の追求、そして持続可能な社会の構築、
生活する側に立ったものづくりは今後ま
すます重要なテーマになってくると私も
切に感じています。
石井：両学科とも人気は上々で、将来
の活躍の場が楽しみなんです。日本の
中だけにとどまらず、世界が活躍の舞
台なんですから。
松井：先生は、地域社会との交流といっ
た面でも、公開講座や公開セミナーそ
して、市民環境大学や種々のイベント
を通して、交流、連携を促進してこら
れました。学生とはどんなかかわりを
もって、交流を深めてこられたのでしょ
うか。
石井：大志を抱いて入ってきた学生が、
目標に対し不安なく充実した大学生活
を送れるよう、学習面での支援策の 1
つとして、気兼ねなく相談できる“アカ
デミックアドバイザー室”を開設すると
ともに、気軽にネイティブな英会話に
親しめる“English Cafe”や“英会話
連続講座”など、サポート体制の拡充、
多彩な支援を図ることで学生一人ひと
りとのかかわりを保ち、深めてきました。
松井：またさまざまなプロジェクトでも、
先生は支援をされてきました。
石井：伝統になってきた「鳥人間コンテ
スト滑空部門」では、毎年好成績を収
めており、学生自ら設計したフォーミュ

石井前学部長が力を注いだ
さまざまなプロジェクト

日本大学 生産工学部 前学部長
日本大学 常任監事

工学博士　石井 進

アカデミックアドバイザー室風力発電コンペ WINCOM鳥人間コンテスト

特集　学部長バトンタッチ対談
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ラカーレース「全日本学生フォーミュラ
カーレース大会」に挑戦している「Cit-
Racing Team」への支援など積極的
に行っています。
　また生産工学部では、デザインやア
イデアに富んだ環境エネルギーの性能
を競う「風力発電コンペ」を高校生か
ら社会人まで幅広く参加を募り開催し

“ものづくりの楽しさ”を体験してもらっ
ています。

能力に磨きをかけ、各企業から“生
産工学部の学生が、ぜひ欲しい”と。

松井：学生一人ひとりと向き合う教育
は、私もとても大切なこととしてとらえ
ております。そうすることで、学生の
能力を引き出しやすくなるんですね。
　興味あることや可能性、特長なりを、
一度引き出すと学生自ら成長していく
んです。火をつければ、おのずと燃え
上がる、そうしたチョットしたことがポ
イントです。つまりハートに火をつける
役目を担っているんだと思いますね。
石井：そうです。ですから日頃から学
生に言っていることは、“専門以外で夢
中になれるものを持て”と。1 つだけ
でもいいんです、趣味の延長でもいい、
とにかく夢中になれることが自分探し
に通じるんです。
松井：以前、イギリスに滞在していた
時のことですが、ある小学校では教
科書がないんです。あるのは数冊のノー
トだけで、ある子はお絵描きノートに
動物の絵がびっしり描いて厚くなって

る。けど算数のノートは薄いまま。そ
の逆の子もいる。でもそれでいいんで
すね。
好きなことはドンドンやらせる。そうし
た個性を伸ばす動機付けがとても大切
なんだと感じましたね。
石井：夢中になって打ち込めることが
成長、発展には必要不可欠なことなん
ですね。
　松井先生は、私と違いしっかりした
信念をお持ちですから、自信を持って
新学部長としての責務を推進していっ
てください。
松井：石井先生のこれまで培ってこら
れた大部分は、しっかりと継承してい

きたいと思っております。
　今学生に対し思うのですが、卒論と
いうか卒業研究に意識を集中してもら
いたいと切に思っています。いわば最
終目標としての卒論、卒業研究ですが、
１年でまとめ上げる能力、発表するプ
レゼン能力といったことが必要とされ
ます。そうした能力に磨きをかけるこ
とで、各企業から“生産工学部の学生
が、ぜひ欲しい”となるんですね。
　また時代のスピードはその速さを増
すばかりで、必要とされる学生の育成
を目指し私なりに次代を見据えた改革
なり、活動なりを実施していこうと思っ
ています。

日本大学 生産工学部 新学部長　工学博士 松井 勇（まついいさむ）

	 PROFILE
	 昭和 44 年理工学部卒。

	 大学院理工学研究科建設工学修了。

	 専門は建築材料学。

	 2006 年日本建築学会賞受賞。

	 東京都出身。65 歳。

アカデミックアドバイザー室 全日本学生フォーミュラカーレース大会
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フランス人女子学生が海外インターンシッ
プ生として研修
 フランス人女子学生 Morgane Tanguy さんが、
2010 年 4 月から３カ月間 インターンシップ研修生
として邉研究室で研究を行いました。Tanguy さ
んはフランスの IUT 大学レンス校材料科学工学科
の２年生で、「グリーンコンポジットの成形法と
その評価」について取り組みました。当研究室で
は４年前より毎年フランスからインターンシップ
学生を受け入れてきましたが女子学生は初めてで
した。実験や研究のみならず昼食時も邉研究室の
学生と積極的に英語で会話するなど、研修成果と
ともに日本人
との交流に関
してもお互い
実り多いイン
ターンシップ
となりました。

機械工学科

星川 洋教授の（社）日本非破壊検査協会　
協会賞受賞

　非破壊検査は、工業製品や構造物の
傷を検出し健全性を評価して社会の安
全と安心を維持する技術です。（社）日
本非破壊検査協会は、非破壊検査法の
調査と研究を行い、技術水準の向上普
及を図り、もって学術文化の発展に寄
与することを目的として 1952 年に設立さ
れて以来、文部科学省所管の社団法人
として非破壊検査法に関する科学の研
究と調査、研究会および講演会の開催、
非破壊検査技術者の認証などに関する
事業を行ってきています。平成 22 年 3
月末現在の会員数は 3,955 名であり、
当該協会が非破壊試験技術者として認
証を行っている件数はおよそ 7 万名に及
びます。
　星川洋教授は、1967 年 4 月に日本大
学生産工学部に勤務を始めると同時に、
元生産工学部長の石橋泰雄先生に手ほ

どきを頂いて渦電流探傷の研
究に着手し、以来 40 年以上に
渡って日本非破壊検査協会に
おいて研究発表および当該協
会の運営などの一端を担って
きました。そのご努力と功績
により、平成 21 年 5 月の総会
で（社）日本非破壊検査協会
賞を受賞されました。
なお、当該協会の規則では、
協会賞の表彰目的を次のよう
に規定しています。

「わが国の非破壊検査に関す
る学問又は技術に特に顕著な
功績があり、当協会の事業に
多大な貢献した会員を表彰す
る。」
星川先生おめでとうございま
した。

電気電子工学科

機械工学科女子学生と交流する Tanguy さん（下段中央）

　「憧れ」と「挑戦」がイメー
ジされる「飛行機パイロット免
許」の取得を支援する新しいプ
ロジェクトが始まりました。学
科の新しい特色を創出すること
を目的として、2009 年夏に邉吾
一教授が米国のパイロット教習
所数カ所を視察しました。視察
結果を基に作成され、以下の特
色をもつプロジェクト計画が学
部で承認されました。
●夏期休暇中の２カ月でパイ　
　ロット免許が取得可能
●免許を取得できた場合、日本
　で筆記試験に合格すれば、日
　本の免許が取得できる
●専任教員が学生と一緒に教習
　プログラムを受講する
●同行教員が渡米前に英会話を
　含む事前教育を担当する

　2010 年 1 月 の 説 明 会 を 経 て
最終的に６人の学生から応募が
あり、募集初年度から実施する
ことになりました。研修先は、
米国ワシントン州シアトルの
Wings Aloft 教習所（米国公認）
で，2010 年 8 月から 2 カ月間パ
イロット免許取得に挑戦します。
参加費用は約 200 万円（日本国
内での教習費用の１/３～１/４）
で、地上講習費，60 時間の飛行
訓練費、往復航空運賃、宿泊費
などが含まれています。現在、
同行教員の野村浩司教授による
英会話や航空機力学などの事前
教育を受講し、現地での研修に
備えています。参加費用は安く
はありませんが、費用に比例し
た貴重で有意義な研修を体験で
きるものと思います。

飛行機パイロット免許取得支援プロジェクト
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土木工学科卒業生による「特別講義」の開催

　平成 22 年 4 月 5 日に土木工学科卒
業生による「特別講義」が開催されまし
た。講師は昭和 51 年卒の株式会社 フ
ジクラエンジニアリングの相澤善彦氏お
よび昭和 53 年卒の東京都庁の村山公
一氏の 2 名で、就職および公務員試験
に対するアドバイスも併せてご講演いた
だきました。そして、7 月 7 日には、JR
東日本　久保木利明氏、鹿島建設　林
亮介氏、静岡県庁　福田達樹氏による

「特別講義」が開催されました。3 名の
講師は平成 13 年の卒業生で、大学院
生および学生 250 名を前に 2 時間の講
演を行っていただきました。
　卒業生による「特別講義」とあって、
聴講は学生にとって各自のキャリアデザ
インおよび進路選択に参考となる貴重な
講演となりました。講演後には、講師の
方が各社のリクルーターとして個別面談

に応じていました。
　今年度は、さらに
数 回の「 特 別 講 義 」
を計画しています。

生産実習に伴う現
場研修旅行の実施

　官公庁や民間企業、
そして本 学 OB 等の
ご協力により、毎年、
生産実習現場研修旅
行が実施されていま
す。
　本年度は、平成 22 年 9 月 14 日およ
び 15 日の 2 日間、研修先は、東京湾臨
海道路整備事業、首都圏外郭放水路事
業、首都圏中央連絡自動車道、足尾砂
防事業および湯西川ダム事業の５カ所、
宿泊先は湯西川温泉です。

　この旅行は、見学現場で知識を得る
ことはもとより、夏休み期間中に行われ
た、生産実習の各自の体験を話し会う
場となり、学生同士のきずなを深める良
い機会となっています

土木工学科

日本建築学会関東支部主催の第 11 回提案競
技で、川岸研究室チームが優秀賞を受賞

　川岸梅和 教授を代表とする川岸研究室
チーム（北野幸樹 専任講師、生命工学・リサー
チ・センター ポストドクター研究員 杉本弘
文、博士前期課程 1 年 鈴木勝、博士前期課
程 2 年 野田りさ）は、第 11 回提案競技「美
しくまちをつくる、むらをつくる」〔テーマ：

「住んでみたい 行ってみたい 江東区・東京
湾岸のまちづくり」、主催：日本建築学会関
東支部〕において、優秀賞を受賞しました。

（平成 21 年 11 月 14 日）
　「共に生きる・活きる暮らし」を作品タイ
トルとして、「人・活動・空間」「公・協・私」
の相互浸透のデザインを基盤に生活空間と
環境のデザイン、「参加と協同・協働」を基
盤に「再生のデザイン」「誕生のデザイン」
を創出し、「生活の知恵と科学技術の融合」
から創生できるデザインを具現し提案して
います。

建築工学科

左から JR 東日本 久保木 利明 氏、鹿島建設 林 亮介 氏、
静岡県庁 福田 達樹 氏
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　6 月 28 日、今年４月にミッションを
終え帰還した米国のスペースシャトル・
Discovery の宇宙飛行士７人（山崎直子
さんを含む）が米国大使館に訪れ、プ
レゼンテーションの後、参加者の日米
大学生とディスカッションするという会

「Meet and Greet with NASA Space 
Shuttle Discovery Crew for Japanese 
and American University Students」
が開催されました。本学科からは、国

際化学技術者コースの４年生、新井香
子さんと小畑紅生さんが参加しました。
　グループディスカッションにおいて、山
崎直子（宇宙飛行士）さんのグループに
入った新井さんは、「宇宙で植物は育て
られるのか」と質問。山崎さんは「土で
育てるのはまだ難しいが、水耕栽培なら
できる」と答えました。また、小畑さん
は、高校で地学や天文学を教える教師
Dorothy M. Metcalf-Lindenburger（宇
宙飛行士）さんのグループに参加。「地
球に帰還した後、最初に何をしたか」と
いう質問に彼女は、「ペンを上から下に
落下させて重力を確かめ、改めて重力
を体で感じた。」と答えました。
　本企画は，日本の大学生が科学技術
分野でのキャリアを目指したり、アメリ
カとの共同技術開発への関心を深めて

もらうために企画されたイベントで、本
部女性研究者支援推進ユニットを通し
て、参加学生推薦の依頼がありました。
　この企画に参加した新井さんは「貴重
な経験ができた。聞きたかったことが聞
けてよかった」と話し、小畑さんは 「ス
ペースシャトル・Discovery 乗組員と対
話するという貴重な経験ができたことを
とても光栄に思う」と話していました。

応用分子化学科

　平成 22 年 3 月にマネジメント工学
科４年の三浦和真君が情報処理学会
創立 50 周年記念第 72 回全国大会に
て、学生奨励賞を受賞しました。内
容は、「データマイニングによる携帯
音楽プレーヤーのブランド構築」と
いう題目で、東京大学で行われた情
報処理学会の学生セッションで発表
したものでした。
　その研究は汎用的な手法であり、
従来型のアンケート形式では無く、
インターネット上の口コミやブログ
など、さまざまな膨大な情報をプロ
グラムで収集してデータマイニング
を行う手法を提案したものでした。
　街角での企業アンケートでは商品
が手元に無い状態ですし、批判や不
満はなかなか答えにくいものです。
しかし、特にブログや口コミでは、

今の感情や心の本音が記載しやすいた
めに、従来型の手法では得られない本
当に問題点となる個所を見つけ出すこ
とに有効です。またどんなタイプの人
が、どのような商品を購入して、どの
ような点に評価をして、どのような点
に不満を抱いているのかなど、データ
マイニングならではの解析結果が得ら
れたことも興味深い点です。
　もちろんプログラムだけでなく、学
生に紙媒体でアンケートも行って、手
作業でデータをコンピュータに入力す
る作業も行ったが、その労力は非常に
厳しいものがあり、同時に本手法の自
動収集の有用性を証明する事が出来ま
した。
　現在は大学院博士前期課程に進学し
て、学部時代と同じテーマで、テキス
トマイニングや、数量化理論、クラス

ター分析を活用した研究に取り組ん
でいます。学会にて発表を行う予定
です。
　三浦君は学部生入学から卒業する
まで、常に成績がトップであり、そ
の功績によって卒業時に日本経営工
学会から優秀学生賞も受賞しました。
このように学部生時代に２つの学会
から２つの賞を受賞したことは、彼
の功績を十分に証明するものであり、
今後の活躍に期待します。

マネジメント工学科  三浦和真君　情報処理学会学生奨励賞と
日本経営工学会優秀学生賞受賞

Meet and Greet with NASA Space 
Shuttle Discovery Crew for Japanese 
and American University Students に応用
分子化学科から 2 名が参加しました。
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　生産工学部の新入生は、４月に各
学科で実施する１泊２日のオリエン
テーションに参加します。数理情報
工学科の約 170 名の新入生は、４月
17 日から群馬県のみなかみ町へ行っ
てきました。５台のバスに分乗して
習志野を出発した時はみぞれ交じり
の雪で、天候が心配でしたが、関越
自動車道を北上するにつれて快晴と
なり、途中昼食で立ち寄ったドライ
ブインでは一面の雪景色に歓声を上
げました。メインイベントは、宿泊
先へ到着後の体育館でのチームに分
かれてグループ討議。メンバーのほ
とんどは初めて声をかける者同士で
あった他、先生と話しをするのも初
めてという緊張の中、30 分後には全
員すっかり打ち解けた様子でした。
そして、翌日は周辺を観光した後、

昼食は牧場でのジンギスカン、バスの
号車毎に分かれて全員で集合写真を撮
影し、帰路につきました。
なお、数理情報工学科ではこのような
イベントをタイムリーにホームページ
上で公開し、学生の皆さんが活き活き
と大学生活を送っている様子を、今後
も発信し続けてまいります。

数理情報工学科

二期生を迎えて

　環境安全工学科はこの４月に二期生
123 名を迎え、総勢 280 余名となりま
した。
新一年生は入学後間もない４月 17 日

（土）～ 18 日（日）の１泊２日で茨城
県大洗町にオリエンテーション旅行に
行ってきました。この旅行は新入生が
一日も早く大学に慣れ、また多くの学
友をつくることを目的としています。
　当日、首都圏では 40 年ぶりで観測
史上３番目に遅い降雪があり、関係者
一同ハラハラしていましたが、出発前
のガイダンス中には天候もすっかり回
復し、昼食後大型バス４台で宿泊先の
大洗を目指しました。
ホテルでは教員１名に対し学生７名程
度でグループミーティングを行い、こ
れからの学生生活や学業からアルバイ
トや将来のことまで話し合い、自分だ

で、津田沼キャンパスにはまだ専用
の学科棟がなく、また既存７学科と
は異なり２年次まで実籾キャンパス
で過すため、津田沼キャンパスにお
ける存在感はまだ薄いものの、生産
工学部の１学科として着実に成長し
ています。

環境安全工学科

けではなく、ほかの人も同じ悩みを抱
えていることを知り、これからの大学
生活に希望を持ったようです。
夕食後消灯までの自由時間には、１部
屋５名程度の部屋割りで初めて顔を合
わせた仲間と語り合い、親交を深めて
いたようでした。
　２日目午前中は大洗水族館にて、さ
まざな海の生き物やアシカやイルカの
ショーなどを見学し、那珂湊で昼食後
帰路につきました。１日目には不安な
表情で会話も少な目であった学生も、
２日目には明るく希望に満ちた表情で
友達と話している光景が多く見られま
した。学生からは『旅行を通じて友達
ができた』、『大学生活における不安が
少なくなった』といった声が多く聞か
れる有意義な旅行となりました。
　環境安全工学科はスタート２年目

新入生の学外オリエンテーション。
群馬県みなかみ町に行って参りました！ 

たくさんの仲間ができました。

グループ討議。

数理情報工学科のホームページ：http://www.su.cit.nihon-u.ac.jp
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　女性ファッション雑誌『JILLE（ジ
ル）』のミニミニフォトブック コンテ
スト「テーマ：存在がおしゃれだと
思える世界」（主催：双葉社『JILLE』
編集部・カメラのキタムラ）において、
創生デザイン学科 2 年生の仲村未央さ
んが特別賞を受賞しました（平成 22
年 5 月）　「ブック全体から伝わってく
る柔らかい光が不思議でおしゃれな世
界観を醸し出す、やさしい気持ちにさ
せてくれる作品集」との選評。

創生デザイン学科

12

『JILLE』×ミニミニフォトブック コンテストで
仲村未央さんが特別賞を受賞
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生産工の新しいロゴマークが決定しました。

「セイサンって目に飛び込んでくると，一般の人達は何だ？ って思うだろう。ローマ字でＳＥＩＳ
ＡＮとすればなおさらに注意を引くのではないか」石井進前学部長（現・日本大学常任監事）の
発案によるご指示を、広報委員会が検討・審議し、候補案を石井前学部長と松井学部長へ提案。
今回の A・B の両案決定の運びとなりました。
経過は、Ａ案からＭ案までの１３案を何回か練り直し、両学部長が選考・決定しました。
掲載のＡ案が決定ロゴ、Ｂ案が適宜使用するロゴとして制定し、今後ＣＩＴロゴと生産工学部で
は併せて使用していきます。ロゴは、現在商標登録申請中です。 B 案（適宜使用ロゴ）

A 案（決定ロゴ）

これからＣＩＴ
ロゴと併せて使
います。
よろしくね！

14

「学生ものづくりプロジェクト」として今年の日本テレビ『第
33 回 鳥人間コンテスト選手権大会 滑空機部門』に津田沼
航空研究会が挑戦。
機体名は「零（ゼロ）」。2 年前、風に流され失格になった
ことから、「ゼロからのスタート」ということで命名。安定
性重視の機体で、4 年前の準優勝記録 252.67 メートルの
更新を目指す。

７月 11 日 ( 日 ) に行われたテストフライトの様子

開催日：７月24日（土）・25日（日）
開催場所：琵琶湖松原水泳場
大会実行委員会：読売テレビ
http://www.ytv.co.jp/birdman/

みんなの声援に乗っ
て飛べ！

『第 33 回　人間コンテスト選手権大会』

 滑空機部門に出場



　

風力発電コンペ
WINCOM 2010　

15

日本大学生産工学部は、「ものづくり」の素養とデザイン・ア
イディアに富んだ環境エネルギー機器の性能を競う「第 3 回
風力発電コンペ WINCOM 2010」を開催します。
このコンペは、高校生をはじめ、大学生・社会人のグループ、
個人が独自の発想で風力発電機を作り、「ものづくり」の楽し
さを味わうものです。皆さんのすばらしいアイディア、作品を
募集しています。
自然エネルギーに興味ある学生諸君や市民の皆さんをはじめ、
多くの方々の見学と声援を歓迎します。

10月31日（日）開催

主催：日本大学生産工学部　
　　　第 3 回風力発電コンペ WINCOM2010 事務局
協力：環境シンポジウム千葉会議実行委員会
後援：日本大学生産工学部校友会、日本風力エネルギー協会、
　　　日本機械学会関東支部千葉ブロック、千葉県環境評議会、
　　　千葉県総合教育センター
期日：平成 22 年 10 月 31 日（日）
会場：日本大学生産工学部 津田沼校舎
　　　〒 275-8575 千葉県習志野市泉町 1-2-1
　　　TEL/FAX：047-474-2461
http://www.cit.nihon-u.ac.jp/

ご不明な点は、ご遠慮なくお問い合わせください。

■募集要項
参加申し込み開始日	 7 月 15 日（木）
参加申し込み締め切り日	 9 月 15 日（水）午後 5 時
採否の回答　　　※締切後 1 週間以内にメールにて連絡
装置概要提出締め切り日	 10 月 18 日（月）
装置の搬入日	 10 月 30 日（土）※予備運転日
コンペ開催日	 10 月 31 日（日）

■応募資格
(1) 高校生のグループまたは個人（指導教員の許可を必ず

得て下さい）
(2) 大学生・社会人のグループまたは個人（オープン参加）
■募集内容
● 競技は発電量とエネルギー利用の 2 部門で行い、出場

は合計 50 チームまでとします。
●発電量部門は、高校生の風車受風部形状が水平軸型と垂

直軸型の 2 型式で最大 30 チームと、オープン参加は受
風部形状を問わず、最大 10 チームの出場者を募集しま
す。

●エネルギー利用部門は、高校生ならびオープン参加で、
最大 10 チームの出場者を募集します。

●採択された参加者には製作資金などとして、高校生の発
電量部門ならびエネルギー利用部門は 1 チーム 2 万円、
オープン参加の発電量部門ならびエネルギー利用部門は
1 チーム 1 万円を提供します。

　採択決定後、指定の口座に送金します。

■概要の提出
●採択決定後、出場チームには風力発電装置の概要を提出

して頂きます。
●概要原稿見本とフォーマットをホームページよりダウン

ロードしてください。
http://www.cit.nihon-u.ac.jp/wincom/index.html

概要原稿は 10 月 18 日（月）までに事務局にメールまたは
郵送にて提出して下さい。

■表彰
最優秀賞（30 万円）1 チーム、
優秀賞（10 万円）3 チーム、
他にデザイン賞、アイデア賞
の表彰をいたします。
尚、最優秀賞は高校生の発
電量部門のみとします。

詳細は
生産工学部ホームページ

をご覧ください。

第3回



　環境安全工学科は昨年 4 月、一期生 164 名を受け入れ
てから 1 年が過ぎ、本年 4 月二期生 123 名を迎え、在学
生 280 名余りとなった。昨年の一年を振り返ってみた。
　平成 21 年 4 月 3、4 日、新入生学外オリエンテーショ
ンで南房総を訪れた。鴨川のホテルでのグループミー
ティングや、富津岬の地引き網体験などを通じ、友達が
でき、大学への帰属意識が高まったといった意見が多く
聞かれた。

　専門科目としては、1 年次前期にフレッシュマンセミ
ナーが必修科目としてあり、さまざまな専門領域を持つ
環境安全工学科の教員の講義を聞く貴重な時間となって
いる。
　また本学科は、環境、安全、エネルギーといった産業
界と密接に関係する科目を主軸としているため、学外
の講師による特別講義の機会を設けている。1 回目はこ
のフレッシュマンセミナーの講義の最終日 7 月 13 日に、
管清工業、管路管理総合研究所による特別講義を実籾校
舎にて行った。下水道施設の概略および管路内調査ロ
ボットの概要説明後、調査ロボットを用い実籾校舎の排
水管の内部検査を実施した。学生たちは使用中の排水管
の様子を見て、環境保全のための施設の重要性を理解し
た様子であった。
　後期には津田沼校舎にて専門実技必修科目「環境実験
I」が設置されており、環境安全の基礎となる、基礎測定、

熱・電気測定、光・音測定、基礎環境分析の 4 テーマを、
ラボ実験と実地試験とを組み合わせて行った。
　特別講義 2 回目は環境実験Ⅰの一環として 1 月 12 日に
東芝・原子力システム設計部安全設計担当者によって『原
子力発電と安全』の演題で講演を行った。ここでは、柏
崎原発と中越沖地震を例に原発の安全基準について技術
基準とはどのようなものかを知り、一般社会と技術者と
の認識の違いを勉強した。
また、後期試験が終了した 1 月 29 日には、「環境実験 I」
の総まとめとして、実籾キャンパス全域を使用し「環境
フィールドコンペ」を実施した。

コンペには学生全員が参加し、実験で用いた機器等を使
用してチーム毎に、騒音コンペ、風力コンペ、水質検査
コンペ、メスアップタイムトライアルコンペの 4 種目を
行い、各競技の順位によって総合優勝を決定した。各競
技の審判は教員や大学院生が行い、「環境フィールドコン
ペ」はあたかもスポーツ大会のような様子であった。終
了後に食堂にて軽食をとりながら表彰式が行われ、優勝
チームには豪華賞品が副賞として渡された。本コンペは
環境安全工学科の学生の絆を強めるイベントとして本年
度も実施予定である。
　本学科の 1 年はこのように、常に新しいことの連続で
あり、既存 7 学科に負けぬよう、伝統を築くことに邁進
している。

ー新設『環境安全工学科』の1年を振り返ってー
　　オリエンテーション・フレッシュマンセミナー・環境フィールドコンペ

新入生オリエンテーション（富津岬にて）

環境フィールドコンペの様子環境フィールドコンペの様子
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2010 年春、日本大学生産工学部に自動車工学リサー
チ・センター（略称：NU-CAR）が発足いたしました。
　日本大学生産工学部は、その名が示す通り、もの
づくりに重点を置いた教育と研究に特徴があります。
また、数理情報工学科をはじめとする 3 学科には
JABEE ( 日本技術者教育認定機構 ) に認定された教育
プログラムが設けられており、国際水準レベルの技
術者養成教育が行われております。更に、2009 年度
には創生デザイン学科と環境安全工学科が新設され
たほか、数理情報工学科にはメディアデザインコー
スが新設される等、時代のニーズにあわせて変化す
る柔軟性と機動性を備えた学部です。このような生
産工学部としての特色を生かし、人と環境に優しい
クルマづくりを目指し、将来の自動車工学及び高度
道路交通システム全般に関する社会ニーズにマッチ
した先進的研究の遂行と、学内外の人材育成及び社
会貢献を設立理念としたリサーチ・センターが NU-
CAR です。

自動車工学リサーチ・センターのパンフレット NU-CAR 会議室で学生と討議をする古市教授 ( 副センター長 )

■日本大学生産工学部自動車工学リサーチ・センター
ーモノづくりを極め，
　人と環境に優しいミライのクルマを目指すー

　NU-CAR には、機械工学科、
電気電子工学科、建築工学科、
数理情報工学科、環境安全工
学科、創生デザイン学科及び
教養・基礎科学系から 28 名

（2010 年 6 月現在）が在籍して
います。また、他大学との共
同研究の推進や講習会の実施等、他大学の先生方との
連携を深めていきます。
　NU-CAR は、このような設立理念にご賛同いただい
た企業等学外の関係者の皆さまから、賛助会員制度を
利用したご支援により運営致しております。人と環境
に優しいクルマづくりを目指し、自動車工学に関わる
皆さま方のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げ
ます。
自動車工学リサーチ・センターのホームページ：

http://www.nu-car.cit.nihon-u.ac.jp

景山教授 ( センター長 )
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少年時代、父の背中を見ながら「電気」
への漠然とした憧れを抱いた
　私は千葉市の生まれ育ちですが、私
が子どものころは京葉コンビナート
もまだ埋め立てが進んでいなくて、千
葉火力発電所と川崎製鉄（現ＪＦＥス
チール）ぐらいしかありませんでした。
　父は東京電力に勤めてましたので、

台風になると父が家にいないんです。
昔はよく停電もありましたし、父は
何かあると電力を使っている人がダ
メージを受けないようにと懸命に働
いていたわけですね。子ども心に、漠
然とですが、父の「電気」という仕事に
対してやり甲斐ある仕事だと感じて
いたんだと思います。

　もちろん、ものづくりが好きで技術
系に進んだわけですが、やはり父親の
背中を見ながら電気に興味を持ってい
たから電気工学科に入ったんだと思い
ますね。
　アポロ月面着陸、大阪万博、三島由紀
夫事件、札幌オリンピック等々……。
私の学生時代は高度成長ピークの時期

学生が中心のキャンパスを目指して、教職員はもちろんのこと、多
くの人々がさまざまなかたちで学生をバックアップしている生産工
学部。その中でも一段と心強いサポートをしてくださる卒業生の方々
を紹介するのが、このコーナーです。今回は、（株）関電工 常務執行
役員 安全・環境・品質本部長の志賀 裕さんにご登場いただきました。

株式会社関電工　常務執行役員　安全・環境・品質本部長　志賀　裕氏

名工は「大器晩成」。
愚直に努力し続けること以外に道はない。
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【PROFILE】
昭和 25 年生まれ。千葉県出身。昭和 48 年３月生産工

学部電気工学科卒業。同年４月に関東電気工事株式会社

（昭和 59 年９月に株式会社関電工に社名変更）に入社。

平成 13 年に九州支店長に就任以来、平成 16 年営業統

括本部理事工事副本部長、平成 18 年執行役員山梨支店

長などを歴任、平成 20 年には常務執行役員安全・環境・

品質本部長に就任し現在に至る。

で、日本社会がダイナミックに動いて
いた時代でした。日本の国自体が将来
のビジョンを明確に持っていましたか
ら、学生一人ひとりも頑張るための目
標を設定しやすい時代だったと思いま
す。尾形研究室にいた私の卒業研究は
絶縁材料（ポリプロピレン）の電気特性
について。今思うと、この研究に没頭し
ていた大学４年生のときが、人生の中
で一番勉強をした時期でした。夏休み
返上でしたからね。

安全に対する意識とその徹底を学
んだ東京ディズニーランド
　関電工に入社したのは、この会社な
ら子どものときから抱いていた「電気」
の仕事ができそうな気がしたから。入
社以来、建築の電気設備工事を担当し、
2001年に九州支店長になるまでずっと
現場に出ていました。さまざまな物件
を担当しましたが、忘れることができ
ないのは30歳のときに担当した東京
ディズニーランド。外国人技術者と一
緒に仕事をしたわけですが、価値観の
違いにとまどいました。とりわけ「安
全」に対する意識と、その「徹底」の仕方
には驚きました。
　われわれは、小さいときから「外人
のやることはいい加減で不器用」とい
うイメージを抱いて育ちました。しか
し、一緒に仕事をしてみるととんでも
ない。むしろ緻密で日本人のほうがつ
いて行けない。もちろん外人すべてが
ということではなく、ウォルト・ディズ
ニーがそういう会社だったということ
ですが。
　安全対策も、東京ディズニーランド
は随所にしつこいほど施されていま
す。電気設備を例に挙げれば、日本の法
規では、火災が起こったとき非常灯が

点いて床面で１ルクス、放電灯だった
ら２ルクスを確保すればいい。われわ
れはこういう発想でした。ところが向
こうは、火災が起きたら照明は全部点
けろ。危ないときは明るいほうがいい
じゃないか。ありったけ点ければ、それ
が一番安全だと。確かに、お客さまのた
めにはそのほうが間違いなくいいわけ
です。
　安全に対するこういう意識は、非常
に参考になりました。今、電気設備分野
でも安全・環境・品質関係は社会的責任
が問われる大きな問題です。直接生産
にはかかわりませんが、いずれも人の
生命にかかわる部分です。そこを統括
するのが現在の私の仕事ですが、当然、
そこには若き日の東京ディズニーラン
ドでの経験が生きています。

「やればできる」は「やらない人」の
言葉。とにかくやり続けること
　「技術」というのは「技」と「術」。「技」
つまり、最初に人間ありきです。鉄にし
ても電子回路にしても、はじめにそれ
を手作業でできる職人、名工がいます。
それを数値化して、普通の人でもでき
るようにするのが技術だと思っていま
す。例えば鉋（かんな）を引く場合、何ミ
リ出して引いたらいいか。その数値を
機械に移してコンピューター制御する
と名工になるわけです。しかし名工は
超えられない。ものづくりにはこうい
う側面があると思います。
　また「大器晩成」とか、逆に「器用貧
乏」という言葉がありますが、宮大工な
んかの世界では、３年でうまくなる人
は大成しないと言われます。３年でで
きちゃった人と、10年かかってやっと
できた人。どっちが名工となるかとい
うと、10年かかった人だそうです。努

力の回数、度合いが格段に違うわけで
すね。
  私も、若い人に言いたいのは、一生懸
命やりなさい、ということ。基本的に不
公平はないというのが私の持論です。
テストで80点取っている人と90点取っ
ている人では、90点取っている人の
ほうが勉強しているわけでしょう。フ
ロックはないと思っていい。やっぱり
愚直に他人より努力した人が勝つわけ
です。
　また、「やればできる」という人は「や
らない」人です。とにかく、他人より努
力する。やり続けることが大切だと思
いますね。

《取材後記》
取材途中、志賀さんが座右の銘について
語ってくださった。『和して同ぜず』。こ
れは志賀さんの人生における大きな出合
いの 1 つ、通っていた高校の校長だった
古賀米吉先生が好んで口にされていた言
葉だとか。古賀先生は、まだ環境など顧
みられない時代に「江戸川をきれいにす
る会」を結成、すでに環境問題に取り組
んでおられたそうです。「この古賀先生に
大きな影響を受けました」とおっしゃる
志賀さんにとって、「環境」が現在の仕事
の中で大きなウエートを占めているのも
偶然ではないようです。

卒業生インタビュー
ものづくりの世界

19



新任教員のみなさん
よろしくお願いします！

教授

原　一之
はら　かずゆき

電気電子工学科
　2010 年 4 月に電気電子工学科に着任
いたしました。私は旧電気工学科の卒業
生で、企業に 7 年間、労働省系短大に 9
年、高専に 12 年勤めました。縁がありま
して、母校で教鞭を執ることができ、と
ても嬉しく思っております。専門はソフト
コンピューティングという分野で、人間に
近いメカニズムを持ったコンピュータにつ
いての研究です。私の経験したこと、これから学生の皆さんと
ともに経験することを通して、実体験としての工学を伝えたいと
考えております。よろしくお願いいたします。

助教

坂間　誠
さかま　まこと

電気電子工学科
　2010 年 4 月より日本大学生産工学部電
気電子工学科の助教として着任いたしまし
た。それまでは放射線医学総合研究所、
群馬大学重粒子線医学研究センターにお
きまして、放射線の医学応用に関する研
究開発を行って来ました。
　さまざまな放射線を用いた治療や診断
の高度化について取り組んでいきたいと思
います。教育と研究を通じて、自主的に楽しく学ぶことによって
学生とともに成長していければと思っています。よろしくお願い
いたします。

准教授

鷲見 浩一
すみ ひろかず

土木工学科
　平成 22 年度 4 月に本学土木工学科に
准教授として着任しました。それまでは、
金沢工業大学にて 9 年間勤務していまし
た。教育と研究を通じて、学生の種々の
能力を向上させるために努力を継続した
いと考えています。
　専門分野は海岸工学です。特に海岸侵
食に支配的な海の波の砕ける現象と、海
底砂の相互関係について研究を行っています。
本学部の伝統を踏まえた人材育成と教育企画に、微力ながら
貢献することができれば幸甚と考えています。

助教

青山 定敬
あおやま さだよし

土木工学科
　私は、これまで民間の建設コンサルタ
ントとして、国や地方自治体の防災情報
システムや河川・ダム・砂防情報設備を設
計する一方で、防災・環境をキーワードと
した地球観測衛星データの利用に関する
研究に携わってきました。
　本学では、リモートセンシングに関す
る研究を続けるとともに、民間企業で培っ
た幅広い経験を生かし、社会が求める実践力のある人材育成
に取り組みたいと考えています。
よろしくお願いいたします。

助教

佐藤 敏幸
さとう　としゆき

応用分子化学科
　平成20年8月に日本大学大学院総合科
学研究科環境科学専攻を修了し，平成
21年から本学生産工学部応用分子化学
科に着任しました。現在，博士前期課
程修了後の民間企業での勤務経験を活
かし，マイクロ空間を利用した反応デ
バイスの開発とそのデバイスを使用し
た機能性無機材料の合成に関する研究
を行っています。今後は，民間企業で
の勤務経験等を学生に伝えることで広い視野を持って物事
に取組める人間になってもらえるよう教育・研究に取り組
んでいきたいと考えています。

新任教員　紹介

助教

三上 功生
みかみ こうせい

建築工学科
　専門は建築設備・建築環境工学です
が、もう少し具体的に紹介しますと、体
温調節機能に障がいを持つ（汗をかけな
いなど）身体障がい者（脊髄損傷者、ハ
ンセン病元患者、重度心身障がい児など）
の温熱環境について研究を行っています。
工学、医学、生理学などのさまざまな視
点から踏み込んだ研究です。学生には、
高齢者や障がい者が抱えている様々な問題を身近なものとし
て、関心を持ってもらいたいと思っています。どうぞ、よろしく
お願いいたします。
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助教

保科 貴亮
ほしな　たかあき

応用分子化学科
　平成 17 年 3 月に同志社大学大学院に
て学位を取得したのち，平成 22 年 3 月
まで東北大学に勤務し，高温高圧下に
おける水素結合性流体を溶媒とする溶
液物性に関する研究に携わっていまし
た。化学における「ものづくり」の場
は流体中であり，その物理化学的性質
を知ることは，「ものづくり」にとって
適切な系を選ぶための基礎的知見を獲得する手段となりま
す。能動的で意欲あふれる学生とともに日々研鑽を積む所
存です。よろしくお願いいたします。

助教

中川 一人
なかがわ　かずと

創生デザイン学科
　平成２１年４月に本学創生デザイン学

科の助手に就任し、本年４月より助教と

してデザイン材料学やデザイン製図演習

などを担当しています。専門は材料学お

よび材料加工学です。

　新学科においてこれまでの経験を活か

し、皆さんがデザインしたモノを実現する

ため、テクノロジー分野の教育および研究をしていきたいと思

います。よろしくお願いします。

助教

中澤 公伯
なかざわ きみのり

創生デザイン学科
 コンサルタント会社、ポストドクター

研究員を経て、平成 21 年 4 月、創生デ

ザイン学科の誕生とともに助手に就任

し、本年 4 月より助教として「デザイ

ン製図演習Ⅳ」や「地理情報システム

科学及び演習」を担当しています。専

門は地域計画、地理情報科学ですが、

新学科ですので、新しい研究分野の開拓にも果敢に取り組

んでいきたいと思っています。

助教

朝本 紘充
あさもと ひろみち

教養・基礎科学系
　平成 21 年 4 月に教養・基礎科学系の
助手として着任し、本年 4 月からは助教
として化学・生物実験並びに基礎化学演
習などの講義を担当しております。私は博
士前期課程までを生産工学部で過ごし、
その後本学薬学部で博士号を取得しまし
た。専門は分析化学であり、主に生体内
のタンパク質の高感度分析法などの開発
に取り組んでいます。学生の皆さんにはサイエンスの楽しさと
可能性を懸命に伝えていきたいと思っています。どうぞよろし
くお願いします。

助教

北島 雄一郎
きたじま ゆういちろう

教養・基礎科学系
　私の専門は科学哲学です。学部と修士
の時は原子核工学を専攻していました。
このときは量子力学を道具として使うだけ
でしたが、徐々に量子力学における実在
や因果といった概念的問題が気になり始
め、科学哲学の勉強を始めました。
　生産工学部では「自然と科学」などの
授業を担当します。これまでの研究を生
かして、科学における哲学的問題を考える楽しさを伝えること
ができたらと考えています。どうぞよろしくお願いします。

教授

二井  進
にい　すすむ

創生デザイン学科
　造形・美術の分野に籍を置き展覧会を
中心に活動してます。
描く、造形する面白さ、途中過程におけ
る造形要素の様々に変化する姿（形、色、
表情、動き、素材）からの発見、思考（イメー
ジ）の展開。このプロセスの面白さ、触
れることにより次 と々展開していくストー
リーを楽しんでいます。
　触れる、まず感じてみよう。そこからイメージが展開していく。
この造形の面白さを伝えることができればと思っています。

専任講師

小森谷 友絵
こもりや ともえ

環境安全工学科
　日本大学生産工学部工業化学科を卒
業、博士前期課程を修了しました。その
後、副手・助手を経て、本年度から専任
講師に着任しました。専門は生物化学で、
抗原抗体反応を利用した血中微量成分
の定量や微生物検出に関する研究、また
微生物を用いたバイオマスの生産に関す
る研究を行っています。
　環境安全工学という新しい学問領域において自分の専門が
活かせるよう精励いたします。よろしくお願いいたします。
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実籾校舎（教養・基礎科学系）の学科を超
えた交流イベント　 前期の報告

 申し込み方法は、それぞれのイベントについて日程
 が近づいてからポスターが掲示されます。掲示物に注意
 して参加しましょう。後期からでも間に合います。

1 年生が中心となる実籾校舎では、学科を超えて交流
を図れるよう、年間を通してさまざまなイベントを組ん
でいます。今回は、前期に行われたイベントの様子を見
てください。募集人数はイベントにより異なりますが、
それぞれ盛り上がりました。すべて参加費無料です。

後期にも、9月・国体観戦（水泳）、10月・「筑波宇宙セ
ンター施設見学会」、11月「東京歴史的建造物見学会－
皇居・旧江戸城見学会」、「演劇鑑賞会」、12月・「クリス
マス・イルミネーション点灯式」とイベント目白押しです。

第一回目のビンゴ大会は、
まだ誰も顔見知りのいないガイダンス期間中
に行われました。大変な盛況で、ここで一気
に仲間意識が生まれた人もいることでしょう。

5月に行われた千葉ロッテマリーンズ公式戦観戦ツアー。日大野球
部が実籾校舎を練習場にしていることと、千葉ロッテマリーン

ズが幕張をホームとしていることで、生産工学部と野球は縁が深いのです。

ボウリング大会も参加者多数！

６月の仲間が出来た頃に行われまし
たので、友達と誘い合っての参

加も多かったようです。

生産工学部らしいイベントとして、「紙飛行機競技会」が7月行われました。
流体力学を実感できたでしょうか？
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　 　 　 平 成 2 2 年 度 行 事予定（ 後 期 抜 粋）

行　　事 2 〜 4 年次：津田沼校舎 1 年次：実籾校舎 大学院 備　考

個人情報の取扱い告知文
日本大学生産工学部

　入学手続時及び在学中に収集する学生本人及び保証人の氏名，住所，生年月日及びその他の個人情報
は，学籍・成績管理，教育，学生生活支援，学費の案内，図書館利用，就職支援等及びこれらの業務に
付随する学生及び保証人への連絡・通知・掲示等，本大学の教育事業に必要な範囲で利用します。
　また，これらの業務の一部を業者に委託する場合があります。この場合，当該業務の委託を受けた業
者は，上記利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を利用することはありません。
　なお，本大学では，学生への教育・指導をより適切に行うため，保証人に対して学生の学業成績及び
出席状況等の開示並びに履修状況等についての相談を行う場合があります。

（問合せ先）　生産工学部教務課・学生課

学費等の相談及び
教育ローンを

利用される方は
会計課窓口まで。

授業料その他の学費は期日までに指定の振込用紙を
使用のうえ，下記期日までに納入してください。

前期分＝4月末日
後期分＝9月末日

会計課からの
お知らせ

	

23

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス Ⅳ
A O 入 学 試 験
後 期 ガ イ ダ ン ス
後 期 授 業 開 始
卒 業 式　　 学 位 授 与 式（ 9月 ）
創 立 記 念 日
編　入　学　試　験  （2 年次 ・ 3 年次）
学 　 部 　 祭 　（ 桜 泉 祭 ）
オ ー プ ン キ ャ ン パ ス Ⅴ
指 定 校 制 推 薦 入 学 試 験
体 育 推 薦 入 学 試 験
校 友 子 女 入 学 試 験
付属高等学校等入学試験（付属推薦Ｂ方式）
博 士 論 文 提 出 期 日
学 術 講 演 会
公 募 制 推 薦 入 学 試 験
付属高等学校等入学試験（付属推薦A方式）
冬 季 休 業
後 期 授 業 終 了
補 講
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験（ C 方 式 ）
後 期 試 験
修 士 論 文 概 要（初 稿 ）提 出 期 日
　 　 　 　 A 1 方 式
　 　 　 　 A 2 方 式
　 　 　 　 A 3 方 式
追 試 験
修 士 論 文 提 出 期 日
大 学 院 入 学 試 験（ 第 2 期 ）
転 科 試 験 （ 2 年 次 ）
卒 業 式 ・ 学 位 授 与 式

　　　　　　　　　　9月5日（日）
　　　　　　9月18日（土）・9月19日（日）
　　9月22日（水）※応用分子化学科1・2年のみ9/21（火）・9/22（水）	 9月22日（水）
　　　9月24日（金）※10/2（土），10/9（土）は月曜授業を実施、10/27（土）は月曜授業を実施　	
	 9月25日（土）		  9月25日（土）
	　　　　　　　　　　10月4日（月）
	　　　　　　　　　　10月16日（土）
	　　　　　　　　10月30日（土）〜11月1日（月）
　　　　　　　　　　 10月31日（日）	
　　　　　　　　　　11月14日（日）
	　　　　　　　　　　11月14日（日）
	　　　　　　　　　　11月14日（日）
	　　　　　　　　　　11月20日（土）
			   11月25日（木）
	　　　　　　　　　　　　　　　12月4日（土）
	　　　　　　　　　　12月11日（土）
	　　　　　　　　　　12月18日（土）
	　　　　　　　　　　　　12月27日（月）〜1月8日（土）
　　　　　　　　　　 1月18日（火）	 	 1月31日（月）
　　　　　1月14日（木）及び土曜日に適時実施
　　　　　　　 1月15日（土）・16日（日）
　　　　　　1月19日（水）〜1月31日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1月27日（木）
　　　　　　　　　　 2月1日（火）
　　　　　　　　　　 2月9日（水）
　　　　　　　　　　2月19日（土）
　  　　　　　　2月14日（月）・15日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2月21日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月5日（土）
　　　　　　　　　　　　3月上旬	
　　　　 3月25日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3月25日（水）

休校

日本武道館

入 学 試 験
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電話 047-474-2201    FAX 047-479-2432
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竣工から33年。1号館は当初より生産工の管理・運営および教

育にかかわる諸業務全般の遂行の事務局として使用されています。

この間、事務の管理体制もコンピューターの導入、通信インフラ

の整備等と、社会変化に対応した設備の拡充が図られてきました。

庶務課、教務課、会計課、学生課、管財課、会議室等の多岐にわ

たる各種事務処理をはじめ、学部運営の中核を担って、これから

も実務とサービスの両面から生産工を支える砦です。

　概　要
名　　称：日本大学生産工学部津田沼校舎 1号館
階　　数：地下1階付4階建
建築面積：3,221.08m2

竣　　工：昭和52年5月21日
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